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令和 5 年度 

内閣府 国際社会青年育成事業 

（日本青年海外派遣）
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令和５年度 国際社会青年育成事業 

写真で見る事業概要 

日本参加青年は、７月に事前研修（合宿及びオンライン）、9 月に外国参加青年とのオンライン交流を

行った。10 月 4 日から５日の出発研修を経て各派遣国に出発し、15 日に帰国、16 日から 19 日まで外国

参加青年とともに国際青年交流会議に参加し、「IT の活用」「災害・気候変動問題への対応」をテーマに

ディスカッションや視察、成果発表会、文化交流等を行った。20 日から 21 日に帰国後研修に参加した

後に帰宅の途についた。 

 

日本青年海外派遣研修  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本参加青年は、事前研修、出発前研修及び帰国後研修を通じ、本事業への理解を深めるともに、

団の結束を深め、事後活動への意識を高めた。 

 

「日本参加青年としての心構えに関する講義」を聞く（事前研修） 団別研修で派遣団の目標を検討する（事前研修） 

団長からの総評を聞く（帰国後研修） 派遣プログラムでの抱負を発表する（出発前研修） 
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エストニア共和国派遣 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タリン市内散策・トームペア城の前で記念撮影 

 

コーディングスクールの学生とディスカッションを行う 

在エストニア日本国大使館を表敬訪問 ヴィヴィ・ストップ（Vivistop）を訪問 

 

ソーラン節の意味を説明し、披露する ホームステイ先の家族と記念撮影 

エストニア共和国派遣団 13 名は、タリン、サーレマー、ナルヴァを訪れ、日本国大使館への表敬、

教育機関を訪れ、ICT 教育の取り組みについて学んだほか、現地青年とのディスカッションやホー

ムステイなどを行った。 
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ドミニカ共和国派遣 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日系企業を訪問 現地青年とディスカッション 

緊急事態オペレーションセンター訪問 現地大学生と共にビーチクリーン活動 

ドゥケサ廃棄物処分場を訪問 在ドミニカ共和国日本国大使館での記念撮影 

ドミニカ共和国派遣団 15 名は、サントドミンゴとその周辺地域を訪れ、防災に関わる行政機関、研

究機関、日系企業などを訪問したほか、現地青年とのディスカッションやホームステイなどを行っ

た。 

 



 

写真でみる事業概要 

9 

国際青年交流会議 

 

 

 

 

１）レセプション及びオリエンテーション 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オリエンテーションで自己紹介をする外国参加青年 

レセプションでの記念撮影 大塚幸寛内閣府審議官より挨拶 

10 月 16 日-19 日までの４日間、日本、エストニア共和国、デンマーク王国、ドミニカ共和国、ペル

ー共和国の 5 カ国の青年が一堂に会し国際青年交流会議が開催され、テーマ別ディスカッションやテ

ーマ別視察、文化交流会、成果発表会、レセプション等が行われた。 

文化体験にて、外国参加青年を手助けする日本参加青年 夕食交流会での外国参加青年と日本参加青年の様子 

代表スピーチを行う日本参加青年 
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２）テーマ別ディスカッション及び施設訪問 

 

テーマ： 災害・気候変動問題への対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テーマ： IT の活用 

千葉県西部防災センターにて火災消火訓練を体験 

 

災害対策について議論 

 

株式会社富士通ラーニングメディアを訪問 

各国の IT 教育について共有 

 

「共助」について議論 

模造紙にアイディアをまとめた様子 




